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雨雲が低く垂れ込める午後、一艘の小型船が雨離島へと向かっていた。

波は次第に高くなり、三人の乗客と一人の船員を乗せた船体は小刻みに揺れている。甲板には雨粒がぽつりぽつりと落ち始めていた。

乗船時のあいさつで桃野ナオヤと名乗った小柄で若い船乗りが、船長席から振り返って乗客に声をかける。雨がひどくなるのを警戒してか、青色のレインコートをしっかり着込んでいる。

ナオヤ「すみません、波が少し荒くなってきました。そちらの……夕凪さまでしたでしょうか。お母さまの船酔いは大丈夫ですか？」

左舷側の座席には、母娘と思しき中年女性と少女の二人組が座っていた。

乗船時の受付にて夕凪しえらと名乗った大柄な中年女性は、黒いロングドレスを着ており、具合が悪そうにうつむいていた。

そして、乗船時の受付にて夕凪まゆと名乗ったセーラー服の少女は、その背中を心配そうにさすっていた。

まゆ「桃野さん、ありがとうございます。母は少し船酔いをしてしまったみたいで……でも、大丈夫です。ところで、雨離島にはいつ頃到着予定でしょうか？」

ナオヤ「すみません。午後2時半には島に到着する予定でしたが、波の影響で30分ほど遅れそうです。」

右舷側の座席には濃い茶色のスーツを着込んだ男性が座っていた。

乗船時の受付の際、月田タモツと名乗ったその男性は、膝の上に革鞄を置き、腕時計を確認してはしきりに時間を気にしているようだった。

